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§1 はじめに

超高層建築物に風などの応答として生じる水平振動

の使用性・居住性評価の規範として，知覚を中心とす

る水平振動感覚を多くの研究者が検討してきた。

筆者はこれまでにも，文献1,2)などにおいて，これら

の既往の蓄積を統括して比較検討し，今後の課題とな

る点などを纏めた。本研究は，この考察をさらに進め，

既往研究で検討されてきた評価要因と水平振動の知覚

との関係に着目し，既往の蓄積を付加しこれまでに行っ

た実験の総合的な評価を試みるものである。最終的に

は，実験方法などの周辺的な条件も含めて，これらの

要因による水平振動感覚のばらつきを把握し，設計に

おける資料とすることが目的である。本論文ではその

試みとして，基礎的な振動条件である 1方向入力の正

弦振動に着目し，水平振動の知覚閾あるいは知覚限界

の把握を目的とした研究に対象を絞り，既往の結果の

比較検討を試みている。既往研究の実験方法や結果の

概要を纏め，データを例示しながら，水平振動の知覚

と評価要因との関係を述べる。さらに既往の実験結果

相互の関係から，より周辺的な実験環境が水平振動の

知覚に及ぽす影響を検討し，個別の実験内で検討され

てきた評価要因による違いとの比較を試みた。

§2 水平振動の知覚に関する既往研究の概要

表 1に考察の対象とした文献3-19) の概要を示す。日

本建築学会の大会• 各支部の研究報告を中心に，実験

研究を対象としている。これらの文献は引用文献に一

覧を示 し，表中ではその番号と対応させて示した。

ここでは，これまでに評価の基盤とされてきた知覚

に関係のある文献に着目し， 1方向入力の正弦振動を

対象に含めた実験に絞っている。ランダム波との対応

や 2次元正弦振動などを対象とした結果の比較検討に

ついては，今後の課題としたい。

実験では居住環境に より近い状態を再現するために

振動台上に居室を設置し，知覚閾を把握するために視

覚的に外部とあえて遮断して視覚の影響を排除してい

る研究が多い。その他には振動を発生させる機械の音

などの影響を考慮して音響装置などの使用を記述した

文献もあり，聴覚の影響も意識されている。

振動の入力方法や暴露時間，アンケート方法などに

ついてはさまざまな条件が混在し，性別や方向などの

違いによる結果にも文献により共通点や相違点がある

ことがわかる。ここでは，これらの評価要因と知覚と

の関係に着目し，各評価要因による違いや文献による

結果の共通・相違点の要因について，具体的なデータ

を示している文献を例に結果を比較検討してみる。

§3 知覚閾と評価要因との関係

知覚閾の把握を目的とした文献3-5,7-10,18)の結果を上

述の指標に基づいて比較検討し，知覚閾と各評価要因

との関係を研究者ごとに図 1に示した。水平振動の知

覚は個々の人間によって異なるものであり，このよう

な感覚にはばらつきが生じる。そのためここでは，既

往の結果を比較するための指標として代表値となる平

均値とばらつきの程度を示す標準偏差に着目した。平

均値に関してはその大きさおよび振動の物理成分との

関係を示す傾きを指標とした。図 1では，それぞれの

評価要因による各指標の違いの程度を記号で表現して

いる。傾き，平均値，ばらつきの各欄に記載がない場

合は，それらに対応すると考えられる結果の提示がな

い場合である。平均値や標準偏差は示されていないが，

それらに対応すると考えられる数値を示している場合

は試みにそのデータを採用した。

以降では，これらのデータが示されている文献を対

象に結果を比較検討してみる。結果を例示した図は振

動数と加速度最大値で表現しており，各文献で異なる

物理成分で表示されている場合には，その図から結果

を読み取り振動数と加速度最大値に換算して表現した。

ここでは，知覚閾の違いの程度を判断する上で上述

の個人差を目安として考えている。その具体的な大き

さとして，図 2に示す神田ら，藤本らの文献にみられ

るほぼ同じ実験方法で被験者が異なる場合の知覚閾の

違いを甚準とした。被験者の違いによってこの程度の

差が生ずることを念頭におき，各評価要因による知覚
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表 1既往研究における水平 1方向入力正弦振動の知覚に関する実験条件および結果の概要
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カロ環箪回 璃璽力条件 言 filfi文寸箋乏
九ワ

姿婁 振 加速度変位 入力方法
入力

暴露時間 アンケート方法
検討項目 箱身己樟天室三 そ Q刃也

者 紐年 （性別・年代） 周期 方向 ；．：はテ令→提示撫し

藉 3 男：10 立 !Hz以下 10- 振幅一定で30秒ごとに 前左 30秒 上昇系で感じ始める点，下降 方系 下降系の知覚問が上昇系よりやや 居室を設置。
本 1978 成人 位 0. !cm 振動数を段階的に上げ 後右 系で感じなくなる点を測定。 向列 高い．方向による差は顕著でない
ら る・下げる。 が前後の方が左右よりやや低い。

4 男：18 女：22 立 !Hz以下 10- 振幅一定て拐圏激を段 前左 埠系で感じ始める点，可沿 方系性 上昇系の方が知覚閲が低い。女性 居室を設置。
1979 成人(20-30歳） 位 O. lc● 階的に上げる•下げる。 後右 系で感じなくなる点を測定。 向列別 の方が低い。前後方向の方が低い 視覚は遮断。
5 男：18 女：22 立 !Hz以下 10- 振幅一定で振動数を段 月I)左 1振幅 上昇系で感じ始める点，下降 方系性対数 即後方向上昇系．女性の方が振 居室を設置。
1979 20-40歳20-30歳 位 O. lc● 階的に上げる・下げる。 後右 30秒 系で感じなくなる点を測定。 向 列 別 実 数 動を感じやすい。 視覚は遮断。
6 立 0.1- 0.5- 定常振動（各振福10段 前左 各30秒 5段階に順序づけた桁J.'/-に 方 左右方向の方が感度が鈍くなる。 居室を設置，
1979 位 0. 7Hz? 10cm? 階）で同一振動数を2 後右 属すか申告。「少し感じる」「は 向 視覚は遮断。

（記述なしのため図苅） 回提示。順序はラ;n'ム。 っきり感じる」「強く感じる」。
神 7 -29男：24女：20 腰 0.333-0.3- 加速度振幅を最大値の 前左 振動を感じているときにスイサ 方 系 性 年 左右,downの平均値がわずかに低 居室を設置。
田 1988 30代 31 9 灼 2. OHz 8gal 1/10オ炒—ゲごとに階段 後右 on。感じていないときにスイサ 向列別代 いが．一律ではない。男性で高齢 視覚は遮断。
ら 40- 25 10 状に増加•減少。 off. の方が低下の傾向が認められる． I力‘ノ，芳加等

8 男：80 女：42 腰 臥 0 333-0.3- 一定周波数で振幅を徐 即左 1周波数 振動を感じたときにスイ-,fen. 姿方系性年 腰掛け位の知覚問はdown,左右，女 居室を設置。
1989 19-71歳 灼 位 2. OHz 8gal 々に増加低下させる。 後右 5分 感じていないときにスイ'170ft,勢向列別代 性の方がやや低い。年齢の差は不 視覚は外部と

周波数順はう~-・ 人 明確。臥位の方が知覚しにくい。 遮断。， -29男：25女：21 腰 臥 0.333-0.3- 加速度振幅を最大値の 前左 1周波数 振幅増加時に振動を感じ始め 姿方系 腰掛け位の知覚間はdow,左右，女 居室を設置。
1989 30代 31 9的 位 2. OHz 8gal 1/10オ炒ーヴごとに階段 後右 5分 た時にスイ-non。振幅減少峙に 勢向列 性の方がやや低い。年齢の差は不 視覚は外部と

40- 26 10 （臥位内20人） 状に増加最大て湯沙． 感じなくなった時にスイ-noff. 明確．臥位の方が知覚しにくい。 遮断。
10 男：17 女：12 腰 立 0 33- 0. 3- 周波数を固定し， 11段 前左 1周波数 振動を感じたときにスイ"1700. 姿方 腰掛け位と立位の知覚閾は逆の傾 居室を設置。
1990 学生 灼 位 2Hz 5gal 階きざみで加速度振幅 後右 2分40秒 感じていないときにスイ'170ft.勢向 きを示す。立位では低振動数の方 視覚は外部と

を増加 ・液少． が敏感。方向の差は顕著でない。 遮断．
11 男：36 女：11 腰 0 125- 振動数一定で包絡線が 削左 240秒 5段階の知覚程度に対応する 方 函周波数ほど感じやすい。左右方 居室を設置。
1991 20~40代 灼 0. 315Hz 指数閲数状に漸増する 後右 揺れを感じたらスイサを押す。 向 向の方がやや感じやすい。 視覚は外部と

波形。 「やっと感じ始めるJ™濱問） 遮断．
後 12 男：170 女・100 腰 9-1.5 0.25- 1振で1サイク加）周期変 前左 各30秒 振動中の感じ方を5段階の感 方系性 女性の方が感応度が鋭い.ftlj後方 居室を設置。
藤 1968 18~22歳 的 -9秒で 17.Sm 化：静止—周期減少—静 後右 静止時間 応度に当てはめてマイ欠で申告。 向列別 向の方が感じやすい。振動数減少 視覚は外部と

ら 1サイクル 0. 25皿侮 止—周期増加（各9段階） 30秒 「まったく感じない」 時の方が敏感 遮断，
13 腰座立 1-10秒 s- 1振幅で周期を階段状 前左 1周期を 3謄汲屈度に分類。「感じ 方 性 女性．平行向きの方が小さい振動 居室を設置。
1972 的位位 50c霞 (10段階）に減少c 後右 30, 60秒 ない」「感じる」の境を弁月償！。 向 別 から感じ始める。 視覚は遮断e

14 男：8-9歳 5 立 1-10秒 s- l振で周期を階段状 月1J 1周期を 感覚程度を3囲階の感応度に 年個 子供が特に振動を感じやすく，青 居室を設置，
1973 20歳前後 5 位 50cm (10段階）に減少e 後 30, 60秒 分類J感じない」「感じる」の 代人． 年、高齢者の順となる。振動に対 視覚は外部と

40-59歳 5 境を弁別閲として評価。 差 する感応度には個人差がある。 遮断e

15 腰座立 1~10秒 5~ 月IJ左 3段階の感応度に分類．「感じ
: ぢ

性年 女性， ftlJ後の方が敏感少年，青年， 居室を設置。
1975 約位位 50cm 後右 ない」「感じる」の境を弁別躙 別代 壮年•立位．腰掛ケ，座位の順に敏感 視覚は遮断e

16 男：a-12. 18-22. 腰座立臥 1-10秒 0.5- 1振で周期を階段状 前左 1周期を 3段階のうちから，感応度が 姿方 性年 女性．即後の方が敏感。少年．青年． 居室を設置つ
1975 45-55歳各5女：5加位位位 50c11 (10段階）に減少。 後右 30秒 変る度に申告，（弁別閲） 勢向 別代 壮年•立位，腰掛ケ，座位の順に敏感 視覚は遮断，

二 17 10 座立臥 0. s- 上昇下降て振動仄ル 前左 3 (lOHz以 on-off, off-onの系列をラガム 姿方 体 予備実験では弛緩緊張時，削後 台上にクッション

輪 1971 20-40歳 位位位 300Hz 変化： 20Hz振動—休止— 後右 上），6秒 順に与え．始め.2番目のどち 勢向 弛緩 左`右方向に類著な差がなかったe なし，5Hz以上

ら 他周波数可変IA'/1,振動 休止3秒 らを感じたかを申告。 緊張 座位•立位•臥位の差は不明白 、 で立位保護棒

中 18 98 腰 1-6Hz 0. 1- 周波数一定で振幅を階 削左 振動を感じ始めたらスイmJn. 方 1~3Hzでは左右， 4~6Hzでは前後 居室を設置。
田 1994 的 5種類 llgal程度 段状に増加。周波数順 後右 向 の方が平均知紺閉が低い。 視覚は遮断'
ら はラガム， 遮音に配慮
塩 19 男：34 女： 7 腰 0.125-IS呼埃戌境 振動数一定で包絡線が 前左 波数30波 ようやく感じた時点ぽ演限 方 左右.fflJ後方向では．傾きはほぼ 居室を設置，
谷 1990 20-60代 切 0. 315Hz間の3倍程度 指数閲数状に漸増する 後右 界），はっきり感じた時点（明 向 等しく．左右の方が10%程度レベ 吸音材使用ゞ
ら 波形。 確な知覚仄ル）にスイサを押す。 ルが大きい I,:J;I, 産

文献番号は引用文献番号に従う。表中の表現は原則として論文中の記述に従うが．写真等から被験者の姿勢がわかるものは変更した場合もある。また．振動の方向は前後（身長）・左右（直交）に萩ーした（（）内は臥位の場合）
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水平振動の知覚に関する既往文献レビュー

叩遥い 系列の違い lJの違い

比較条件前後左右位男） up-down(立位男）男女位位・up)
他の条件 /"' t⇔ t⇔ 
傾き 0□前後＝左右 00 up=down ◎●  
平均値 0□前後＝左右◎ 0 down)up ● ● 男性＞女性
ばらつき 00前後＝左右 0 0
・全 体-::un, , , .. ,,,_, ・・ o o・・ ・ ・・・・ ・・・ O◎女性＞男性
_________ ---------a .. a・ 一 ·------ '-"~二迄9舅璽:!:J耳ここ
比較条件前後・左右（立女） up・do'll!l(立位女）男女（立位do面
他の条件 /"' t⇔ t⇔ 
傾き 00前後＝左右 00 up=down ◎ ● 

平均値 00前後二左右 ◎ 0 down)up ● ● 男性＞女性
ばらつき 00前後＝左右 ◎ 0 0◎ 

•• 全体戸：：0'〇..:・: •• :::・・:・: •...• ••• ,.,,,,,.,.,.,,., ..•• ◎ : 0:.'... ・,;.,;_,, ● 0 
b)藤本らの場合

い 向の違い 系列の違い Iの違い 年代の違い

比較条件立位・腰柑 (up)前後・左右（腰!'It)up・down(腰掛け）男女（腰-20代） 2・3・40代渭男）
他の条件 i⇔ /"' t+-+ l⇔ i ⇔ 
傾き XX  DO前後＝左右 00 up)down O O 0 □ -0 
乎均値 ●●  ◎ 0前後〉左右 ◎ 0 0◎ 0--{◎ 0-◎ 
はらつき 0◎ □ 0前後＝左右 00 up>do'll!l O O 0-■ □～◎ 
全体 ：・ •··• ,. ·•. :. o:o・・ ・o-o .••• ,, :,o.-@-:-::: , ... , ◎ • ◎ .': 

翡： 一 ---・----------------------------一立位・臥位 (up)前後・左右（立位） up・dOWll (臥位）男•女傭尉'1130代） 2-3・40代(ff,女）
⇔ / t .... t⇔ t ⇔ 

傾き xx  0 前後＝左右 00 ● ● 女性＞男性 0-■0-■ 
乎均値 ● ● 0 前後＝左右● ◎ ◎◎  ◎ ----ao-■ 
はらつき● ● 0 前後＝左右● ◎ up)down ◎ 〇 仁卜◎□-0 

・全体 .>•,:•.:· :・ , ,_,o ..... ● ● ◎ : .. : 
----------------"~"----" ·------~,_ -・ —•—·-·-- ------ - - ---""こ＠：◎こj~-:L一C :,I:: ・ --'~・・；_:L 
比較条件腰灼•臥位 (up) 身長•直交（臥位） 男•女（腰40代～）
他の条件 t⇔ t +-+ 
傾き ◎〇 ◎ o 
乎域I• ~ 魯窟督廿◎◎ 

00女性＝男性
●●男性＞女性

はらつき ◎ 柑 〇◎ 身長＞直交 00  
全体 ◎ ◎ ．． ◎ ：◎ ・ ． ・・◎◎ 

--------・----------0----------------------------――で ―----------、-・----------------・---比較条件腰灼・臥位(down)
他の条件 l.... 
傾き ◎ 0 

嘉唱 喜合髄濯悶
00, •••····• 

反曲点有

違いの程度
口：ほほなし 〇：小◎：中
●：大 X: 傾きが逆の場合
方向
t : 前後身長⇔：左右•直交
•系列は加速度の増減で した
/:up(四） "-:do111悶，‘）
•各条件の大,j撲縣がほぼ一定の
の場合，ほi沢年しい時に＝．差
かある時に大＞小で表現した
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係が姿勢によって異なる

ことなどが考えられる。

3.2振動の入力方向に

よる違いについて

表 1にみるように，多

くの研究者が振動の入力

方向による違いについて

検討している。これらの

＂動数 ？謡 入力方向による知覚閾の

文献叫こおける腰掛 違いは姿勢により若干異

け位と立位の知覚閾 なるが，多くの既往研究

では図 5にみるようにその違いは小さい傾向にある。

特に立位と腰掛け位では傾きはほぽ等しく，平均値の

大きさもほぽ等しいか，差がある場合も小さいことが

多い。ただし，前後・左右方向の大小関係は文献によ

り異なる。ばらつきの大きさもほぽ等しい。臥位では

立位や腰掛け位と比較して体と振動台の位置関係が著

しく異なることなどもあり，振動の入力方向による違

いが若干大きい。
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図 5既往研究における入力方向の違いによる知覚閾
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3.3振動の入力系列による違いについて

表 1にみるように，知覚閾の把握を目的とした既往

研究の多くでは，振動数や変位振幅などを固定し加速

度振幅や振動数を増減して感じ始める点• 感じなくな

る点を被験者に申告させる実験を行っている。このよ

うな実験では，変化させる物理成分を大きくする場合

を上昇系 (up),小さくする場合を下降系 (down)と

呼ぶことが多いが，増減する物理成分によって実際に

入力される振動で加速度振幅が大きくなるか小さくな

るかが異なる。図 6にみるようにこれらの入力系列に

よる違いはさほど大きくはないが，姿勢などによって

は入力方向による違いと比較して違いが若干大きい場

合がある。全体的には平均値の傾きは同程度であるが，

文献によって平均値の大小関係は異なる。

lllli1 ::,~~:; 云罪
姿勢：立位 .... ; ....... ;:..・ ・-.L

1.0 方向：左右-----,----;·-c~r
性別：男 ' 1-. 

姿勢：腰掛け

0.4方向：左右
0.5― 

I 
0.2 振動歎

<Hz> 

a)文献5)の場合 b)文献8)の場合

図 6既往研究における入力系列の違いによる知覚閾

3.4被験者の性別による違いについて

これらの振動の条件に加え被験者特性の違い，すな

わち人間側の要因についても多くの既往研究で検討さ

れており，性別に着目した研究は特に多い。年代別に

データが提示され年代によっで性別による違いが異な

る場合もあるが，図 7にみるように平均値の大きさの

違いも大きくその傾きが異なる場合が多い。全体的に

は女性の方が知覚閾が低<'ばらつきが若干大きめの

傾向が多いが，これも振動の範囲によって異なる。

0.1 振動数 O
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a)文献5)の場合 b)文献”の場合

図7既往研究における性別の違いによる知覚閾

3.5被験者の年代による違いについて

年代による違いについて検討した研究は少ないが，

神田らは文献7)において20歳台以下 ・30歳台 ・40歳台

以上の 3区分で年代による知覚閾の違いを検討し，男

女別にデータを提示している。図 8にみるように，男

女ともに年代による違いが大きいことがわかる。女性

は被験者数が少ない年代もあり，個人差などのばらつ

きとも関係して年代による違いが大きくなっているも

のと推察される。
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図9既往研究における知覚限界と評価要因との関係
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ー

•H 0
(
 図10文献叫こおける姿勢 a)文献16)の場合 b)文献＂）の場合

の違いによる弁別間 図11既往研究における入力方向の違いによる知覚限界

ベルを評価している。この神田らの結果も後藤ら 16)の

弁別閾と同様に傾き，平均値，ばらつきともに違いは

小さい。塩谷ら 19)の 「ようやく感じた」レベル，藤本

ら6)の定常振動に対する「少し感じた」カテゴリーも

同じ<'知覚閾と同様の結果である。

4.3振動の入力系列による違いについて

後藤らの文献12)からは腰掛け位の場合の周期減少・

増加による弁別閾の違いをみることができるが，平均

値の大きさや傾きについても部分的に違いが大きい場

合がある。全体的には周期を増加させる，すなわち加

速度が小さくなる場合の方が感覚が鋭いと述べており，

知覚閾に関する実験と同様の傾向がみられる。

4.4被験者の性別による違いについて

被験者の性別については，後藤らの文献16)などにみ

， ることができる。図12は立位• 前後方向の場合である

が，振動数範囲によって大小関係や傾きの大きさなど

も異なり，性別による弁別閾の違いは振動の入力方向

などと比較して大きい。

4.5被験者の年代による違いについて

後藤らは文献16)などにおいて男性の場合の少年，青

年，壮年による弁別閾の違いを検討している。図13に

みるように対象とする年齢層が広いことも関係するも

のと推察されるが，前述した神田ら”の実験と比較す

図12文献16)における性別

の違いによる弁別閾

ると年代iこよる弁別閾の

違いが大きい。少年，青

年，壮年の順に弁別閾が

小さく傾きも若干変化す

る。

§5 水平振動感覚と評

価要因との関係

I.OJ一平均値 ¥ ¥ : : I 以上のような評価要因

0.05 振動数
<Hz> 
0.5 と水平振動の知覚との関

図13文献16)における年代 係からこれらの要因を大

の違いによる弁別閾 きく 3つに分け，水平振

動の知覚に及ぽす影響のなかで位置づけることができ

'•'" 10 姿勢：立位
方向：前後
性別：男

る。

1つは振動の受け手である人体の状態，すなわち受

容のメカニズムを変える要因となる被験者の姿勢であ

る。そのため姿勢は平均値の大きさだけでなく傾き，

すなわち振動の物理成分との関係に影響を与える場合

がある。また入力方向や系列による違いも姿勢によっ

て異なる。しかし後藤が文献15)などで指摘するように，

腰掛け位の場合の背もたれの有無や腰掛け方の深さな

どによって感じ方は影響を受ける可能性がある。既往

研究を通してみても，三輪ら叫よ座位と立位の差は明

白ではないとする一方，神田ら 10)のように立位と腰掛
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け位の傾きが逆になる場合もあり，姿勢による違いは

さまざまである。特に臥位については実験例や被験者

数が少なく，今後の課題といえよう 。

さらに入力方向や系列など，振動側の条件があげら

れる。なかでも入力方向は振動の物理的な条件であり，

それによる違いは小さい。一方藤本らが文献<)などで

指摘するように，入力系列の違いは心理学でいわれる

ような期待の誤差20)を生ずる可能性もある 。そのため

心理・感覚的要素とも関係し，ばらつきなども異なる

場合がある。しかしこれらの振動側の条件は傾き，す

なわち振動の物理成分との関係を変えるほどの影響力

をもたない。

一方受け手である人間側の条件としで性別や年代が

あげられ，考察で判断の目安とした個人差もこの範疇

に入るものである。神田らの文献”にみられるように，

これらの年代や性別は互いに影響 しあい複雑な傾向の

違いを生む。上述した既往の結果でも傾きや平均値，

ばらつきなどの大小関係はさまざまである。人間の心

理あるいは生理学的な受容器自体の違いを生む可能性

もあり，個人の特性を形成する内的なー要因として影

響力をもつ。知覚閾を対象としたものではないが，加

藤ら21)の文献では姿勢，入力方向，性別の3つを要因

として分散分析を行った結果，性別にのみ有意差があ

るという結果も示されている。このように振動の物理

的な入力条件と比較して，感覚のばらつきに影響を与

えるであろう人間の心的要素に関係する要因の方が水

平振動の知覚に及ぽす影響が大きいものと推察できる。

§6 実験条件の違いによる影響

ここでは既往研究の結果を相互に比較し，実験方法

などの周辺的な要因と知覚との関係を検討する 。

例えば，図14に示した神田 ら8,11)の結果にも違いがあ

る 。 これらの文献では同じように知覚閾• 知覚限界の

把握を目的としており，振動数一定で加速度振幅を増

加するほぽ同じ振動の入力方法を用いているが，回答

方法や対象とした振動の範囲，被験者の違いなどによ っ
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方向：左右
系列：up・ 漸増

曲
図14文献8),11)における知覚限界の違い

てこのような違いが生じ ’●● 11 

ているものと推察できる。

また図15は藤本ら5,6)の

結果であり，振動の入力

方法やア ンケート方法な

どが異なる 。実験では

「ま った く感じない」の

l段階上に位置する「少

し感じる」という表現が，
0.1 振動歎 0.5 

I Hz> 

感じ始める点を判断する 図15文献5),6)における知覚

知覚より感覚として若干 限界の違い

大きい程度を表わすことなども，このような違いの要

因と考えられる 。感覚・心理的反応に対しては，この

ようなア ンケートの表現などの影響も考慮する必要が

ある。

図16は本論文で対象とした既往研究の平均値，ある

いはそれに対応する値を示したものである 。臥位の場

合は実験数が少ないため，腰掛け位と立位の場合を示

した。ほぼ同じ振動数範囲でも文献によって傾きや平

均値の大きさが異なる。
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これ らの違いは実験における振動の入力方法やそれ

にともな うアンケート方法の違い，振動台の特性にと

もなう入力振動の物理成分の違いなど，総合的な実験

環境・条件によって生ずるものと推察できる。研究者
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個別の結果でも，同じ実験方法で被験者が異なる場合

にはある程度の差，すなわち個人差が生ずる。考察の

上で判断の基準としたこの個人差や本論文で考察した

評価要因が生む違いと比較した場合にも，図16にみる

ような既往研究• 実験による違い，すなわち総合的な

実験環境・条件による違いが大きいことがわかる。こ

れらの実験環境・条件による違いは実環境では居住者

や対象建物，その環境の違いなどに相当するものと考

えられる。すなわち個別の実験のなかではさまざまな

条件を統制した結果，知覚のばらつきや違いなども小

さい場合が多いが，実際の設計上では総合的な環境条

件の違いによってこの程度のばらつきが生じることを

考慮する必要があると考える。

§7 おわりに

水平振動の知覚を検討した既往研究の結果を統括し

てみると，同じ振動条件である 1方向入力の正弦振動

を対象とした知覚と評価要因との関係についても，文

献によってさまざまな共通点，相違点があることがわ

かる。ここでは文献で提示されたデータを比較検討し，

水平振動の知覚閾と各評価要因との関係についてその

違いの大きさなどを知ることができた。そのなかでも

入力方向による知覚閾の違いは小さい傾向にあり，姿

勢の違いによっては傾きが逆になる場合もある。全体

的には，物理的な振動の入力条件と比較すると人間の

内的・心的要素に影響が強いであろう性別などの方が

知覚の違いが大きい傾向にある。

また結果の相互比較から，既往研究で検討されてき

たこれらの評価要因以上に，実験方法などの周辺的・

総合的環境条件が水平振動の知覚に及ぽす影響が大き

いことがわかった。実際の居住環境へ適応する上では，

環境条件に相当するこれらの総合的要因による知覚の

ばらつきを考慮する必要があろう 。

今後はこれらの評価要因や実験方法の違いが生むば

らつきを数量化することで定量的な評価を模索し，限

界状態設定への資料としたい。

本研究に際して終始適切なご指導を戴いた，日本女

子大学住居学科 石川孝重教授に感謝の意を表する 。
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